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初
め
て
他
学
部
の
学
生
と
意
見
を
交

わ
す
こ
と
が
で
き
て
、
特
に
理
工
学
部

や
生
産
工
学
部
な
ど
の
人
た
ち
の
視
点

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
分
に
と
っ
て
豊
か
に
暮
ら
す
と

は
、
ア
ー
ト
に
触
れ
た
り
自
由
に
表
現

し
た
り
す
る
な
ど
、
感
性
に
関
わ
る
視

点
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

理
工
系
の
学
生
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
環

境
問
題
な
ど
、
社
会
全
体
を
捉
え
て
現

実
的
な
意
見
を
数
多
く
出
し
て
お
り
、

考
え
方
の
違
い
を
実
感
。
同
じ
大
学
な

の
に
こ
ん
な
に
異
な
る
こ
と
が
分
か
っ

て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

異 な る 視 点 に 触 れ 、学 び に 生 か す

新しいことに 興 味 が 湧 い た理 工 系 の 学 生 の 視 点に驚く
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全学共通教育科目「自主創造の基礎」の一環
　

令
和
８
年
度
ワ
ー
ル
ド
・
カ

フ
ェ
が
６
月
７
日
、
本
学
11
会
場

で
開
催
さ
れ
、
16
学
部
と
短
期
大

学
部
の
１
年
生
約
１
万
３
５
０
０

人
が
参
加
し
た
。
理
工
学
部
駿
河

台
校
舎
で
は
国
際
関
係
学
部
と

工
学
部
の
一
部
教
室
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
つ
な
い
で
交
流
が
図
ら

れ
た
。

　

同
カ
フ
ェ
は
全
学
共
通
教
育
科

目
「
自
主
創
造
の
基
礎
」
の
一
環
。

カ
フ
ェ
に
い
る
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
、
自
由
に
意
見
交
換
し

な
が
ら
学
び
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
、
視
野
を
広
げ
る
の
が
目

的
。
当
日
は
大
貫
進
一
郎
学
長
が

理
工
学
部
駿
河
台
校
舎
会
場
を
視

察
し
た
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
私
た
ち

が
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
」。
学
部
の
異
な
る
６
人
の
学

生
が
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
、

自
己
紹
介
の
後
「
お
金
」「
自
由
」

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
な
ど
、
各
自
が
考
え

る
豊
か
さ
に
つ
い
て
書
い
た
付
箋

を
模
造
紙
に
貼
る
。
リ
ー
ダ
ー
役

の
学
生
は
、
全
員
が
発
言
で
き
る

よ
う
気
を
配
り
な
が
ら
、
議
論
を

盛
り
上
げ
て
い
た
。
続
い
て
他
の

テ
ー
ブ
ル
と
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替

え
て
議
論
を
重
ね
た
後
、
再
び
元

の
グ
ル
ー
プ
に
戻
り
、
多
様
な
意

見
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
を
行
い
、

最
後
に
発
表
し
た
。

　

大
貫
学
長
は
、
会
場
内
を
回
り

な
が
ら
何
人
も
の
学
生
と
意
見
を

交
わ
し
、「
こ
れ
ま
で
１
３
０
万

人
も
の
卒
業
生
が
い
て
、
分
野
を

超
え
た
出
会
い
を
生
か
せ
る
の
が

本
学
の
強
み
で
あ
り
、
財
産
で
も

あ
り
ま
す
。今
日
を
き
っ
か
け
に
、

他
学
部
の
学
生
と
の
交
流
を
広
げ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

終
了
後
に
は
、
意
気
投
合
し
た

新
し
い
仲
間
と
連
絡
先
を
交
換
す

る
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ

た
。

　

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
は
、
新
入

生
が
他
学
部
の
学
生
と
交
流
し
、

本
学
の
規
模
の
大
き
さ
を
体
感
す

る
も
の
で
す
。
平
成
29
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

従
来
は
「
大
学
っ
て
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
？
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。

高
校
と
大
学
の
学
び
の
違
い
を
知

り
、
学
生
生
活
の
目
標
を
定
め
る

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
過
去

の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
参
考
に
内
容

を
変
更
。「
私
た
ち
が
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
」
と
し
、
よ

り
各
学
部
の
学
び
に
結
び
付
く
こ

と
を
意
図
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
、高
校
で
も
こ
う
し
た
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
機
会
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
々
同
カ

フ
ェ
で
の
議
論
も
活
発
化
し
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
異
な
る
視

点
を
持
つ
学
生
の
意
見
に
触
れ
た

経
験
は
、
各
自
が
所
属
す
る
学
部

に
戻
り
、
社
会
課
題
に
向
き
合
う

際
に
生
き
て
く
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
学
生
の
声
を
う
ま
く
取

り
入
れ
な
が
ら
、
よ
り
良
い
形
で

開
催
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

競
技
部
に
入
っ
て
い
る
た
め
ス

ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
視
点
で
意
見
を
出

し
ま
し
た
が
、
例
え
ば
芸
術
学
部
の

学
生
は
絵
画
や
写
真
な
ど
を
学
び
、

全
く
異
な
る
発
想
を
し
て
お
り
、
面

白
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

模
造
紙
に
貼
ら
れ
た
付
箋
を
見
て

も
、
自
分
一
人
で
は
思
い
付
か
な
い
多

種
多
様
な
意
見
や
ア
イ
デ
ア
が
出
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
関
心
が
な
か
っ
た
新
し

い
こ
と
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。　

　

こ
う
し
た
機
会
が
な
け
れ
ば
な
か
な

か
会
う
こ
と
も
な
い
、
他
学
部
の
学
生

と
話
が
で
き
て
刺
激
を
受
け
、
と
て
も

有
意
義
な
一
日
で
し
た
。
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７
月
14
日
、
本
校
に
隣
接

し
て
い
る
横
浜
市
立
箕
輪
小

学
校
の
６
年
生
と
Ｓ
Ｇ
ク
ラ

ス
高
校
１
、２
年
生
が
外
国

語
交
流
会
を
行
っ
た
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
小
学
校
の

英
語
教
育
の
一
環
と
し
て
、

交
流
を
通
し
て
英
語
に
親
し

み
な
が
ら
積
極
的
に
関
わ
り

合
い
、
伝
え
合
う
楽
し
さ
を

体
験
す
る
こ
と
が
目
的
。
当

日
は
英
語
で
サ
イ
コ
ロ
ト
ー

ク
や
な
ん
で
も
バ
ス
ケ
ッ

ト
、
探
偵
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行

う
中
で
、

小
学
生
に

英
語
を
教

え
な
が

ら
、
交
流

を
楽
し
ん

だ
。

　

陸
上
部
の
熊
谷
采
香
さ

ん
（
３
年
）
が
、
７
月
に
滋

賀
県
で
行
わ
れ
た
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
の
女
子

４
０
０
㍍
に
出
場
し
た
。

　

足
首
の
捻
挫
や
ア
キ
レ
ス

腱
の
負
傷
と
い
っ
た
け
が
に

泣
か
さ
れ
な
が
ら
も
、
た
ゆ

ま
ぬ
練
習
で
得
意
の
ス
タ
ー

ト
技
術
を
磨
い
た
。
ま
た
腰

を
乗
せ
る
と
い
う
課
題
を
克

服
し
、
念
願
だ
っ
た
全
国
大

会
の
舞

台
で
快

走
を
見

せ
た
。

次
の
大

き
な
目
標
を
イ
ン
カ
レ
出
場

に
置
き
換
え
、
今
日
も
練
習

に
励
む
。

　

今
年
度
、

１
～
３

年
生
約

１
５
０
人

の
有
志
に

よ
る
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ク
ル
ー

（
Ｏ
Ｃ
Ｃ
）
が
始
動
し
た
。

Ｏ
Ｃ
Ｃ
は
「
鶴
高
の
良
さ
を

伝
え
た
い
」「
中
学
生
の
背

中
を
押
し
た
い
」
と
集
ま
っ

た
生
徒
た
ち
で
あ
る
。

　

夏
休
み
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
で
は
、
学
校
生
活
の
紹

介
や
校
内
案
内
、
質
問
対
応

な
ど
に
大
活
躍
で
、
来
校
者

か
ら
も
好
評
。
本
校
の
一
番

の
魅
力
は
、
生
徒
た
ち
。
そ

の
魅
力
を
生
徒
自
身
が
伝
え

る
Ｏ
Ｃ
Ｃ
は
、
本
校
の
新
し

い
文
化
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

鉄
道
研

究
部
が
８

月
７
日
か

ら
９
日
に

行
わ
れ
た

鉄
道
模
型

コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
「
東

武
鉄
道
賞
」
を
受
賞
し
た
。

今
回
製
作
し
た
の
は
東
武
線

浅
草
駅
。
テ
ー
マ
は
「
時
を

繋
ぐ
浅
草
」
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
時
代
に
お
け
る
駅
舎
・
町

並
み
・
地
下
街
を
再
現
し
た

も
の
。
全
て
手
作
り
で
６
月

か
ら
空
い
た
時
間
で
製
作
し

た
。
短
い
時
間
の
中
、
部
員

は
奮
闘
し
た
。

　

８
月

13
～
16

日
に
滋

賀
県
で

行
わ
れ

た
全
国

高
等
学

校
総
合

体
育
大

会
で
、
水
泳
部
が
男
子
総
合

優
勝
を
果
た
し
た
。
総
合
優

勝
は
通
算
14
回
目
。
初
め
て

の
総
合
優
勝
は
昭
和
38
年

で
、以
来
63
年
間
に
わ
た
り
、

高
校
水
泳
界
の
上
位
校
と
し

て
歴
史
を
刻
ん
で
く
る
こ
と

が
で
き
た
の
も
、
本
校
水
泳

部
に
関
わ
り
、
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
全
て
の
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
あ
る
。

　

７
月
31
～
８
月
２
日
に
開

催
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の

第
51
回
全
国
高
等
学
校
競
技

選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
江

上
瑠
奈
さ
ん
（
１
年
）
が
東

京
都
代
表
と
し
て
出
場
し
、

団
体
５
位
入
賞
に
貢
献
し

た
。

　

ま
た
、
８
月
下
旬
に
開
催

さ
れ
た
第
63
回
全
日
本
競
技

選
手
権
大
会
予
選
会
を
見
事

突
破
し
、
11
月
に
秋
田
県
大

館
市
で
開
催
さ
れ
る
、
国
内

上
位
65
人
が
出
場
で
き
る
本

戦
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

　

本
校
は
７
月
に
、
ア
ス
ル

ク
ラ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

M's PLANNING

の
２
団
体

と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
を
締
結
し
た
。
こ
の
協
定

は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地

域
振
興
や
地
域
福
祉
の
増

進
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
目
指
し
て
連
携
・

協
力
し
て
い
く
も
の
。
今
後

は
、
部
活
動
の
専
門
性
向
上

や
教
職
員
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
し

な
が
ら
、
地
域
に
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
、
多

様
な
団

体
と
の

連
携
も

広
げ
て

い
く
。

　

水
泳
部
の
奈
良
蓮
音
さ
ん

（
３
年
）、村
永
龍
章
さ
ん（
２

年
）、川
端
日
陽
さ
ん（
１
年
）

が
８
月
２
日
、
今
年
度
の
大

会
成
績
に
基
づ
き
第
80
回
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
山
梨
県

代
表
に
選
ば
れ
た
。
競
泳
は

９
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
、

青
森
県
の
新
青
森
県
総
合
運

動
公
園
マ
エ
ダ
ア
リ
ー
ナ
で

開
催
さ
れ
た
。
代
表
に
選
ば

れ
た
３
人
の
選
手
た
ち
は
本

番
、
ベ
ス
ト
な
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で

レ
ー
ス
が

で
き
る
よ

う
練
習
を

重
ね
て
挑

ん
だ
。

日
本
大
学
高

鶴
ヶ
丘
高

藤
沢
中
・
高

豊
山
女
子
高

三
島
高

明
誠
高

豊
山
高

小
学
生
と
英
語
交
流

Ｏ
Ｃ
Ｃ
始
動
！

鉄
道
研
究
部
が
東
武
鉄
道
賞

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
快
挙

地
域
と
の
連
携
を
強
化

水
泳
部
国
ス
ポ
代
表
に

水
泳
部
が
全
国
制
覇

陸
上
で
全
国
大
会
出
場

櫻
丘
高

こ
の
た
び
、
学
校
法
人
日
本
大

学
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

関
泰
一
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
学
は
、
１
３
０
年
に
お
よ
ぶ

伝
統
と
多
様
な
学
問
領
域
を
誇
る

我
が
国
屈
指
の
総
合
大
学
と
し

て
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
多

く
の
学
生
た
ち
を
育
み
、
こ
れ
ま

で
に
約
１
３
０
万
人
の
卒
業
生
を

社
会
へ
送
り
出
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。大

切
な
お
子
さ
ま
を
本
学
へ
送

り
出
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
保
護

者
の
皆
さ
ま
に
、
改
め
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
ど
も
は
、
学
生
一
人
一
人
が

輝
き
、
誇
り
を
持
っ
て
成
長
で
き

る
未
来
志
向
の
大
学
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
社
会
が
大
き
な
変
化

を
迎
え
る
現
在
、
自
ら
学
び
、
自

ら
考
え
、
自
ら
道
を
ひ
ら
く
「
自

主
創
造
」
の
精
神
を
重
ん
じ
、
多

様
な
知
が
融
合
す
る
本
学
の
特
徴

を
生
か
し
た
魅
力
的
で
質
の
高
い

教
育
・
研
究
環
境
を
さ
ら
に
進
化

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。 

キ
ャ
ン
パ
ス
の
主
役
で
あ
る

学
生
た
ち
が
、
安
心
し
て
学
業
に

専
念
し
、
自
ら
の
夢
や
目
標
に
向

か
っ
て
挑
戦
で
き
る
よ
う
、
強
力

な
「
学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
支
援

体
制
を
大
貫
学
長
と
と
も
に
築

い
て
い
く
所
存
で
す
。
総
合
大
学

と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

と
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
融
合

さ
せ
、
未
来
へ
羽
ば
た
く
力
を
学

生
一
人
一
人
に
培
っ
て
ま
い
り

ま
す
。 

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
「
日
本

大
学
を
選
ん
で
本
当
に
よ
か
っ

た
」
と
確
信
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
活
気

と
希
望
に
満
ち
た
魅
力
あ
ふ
れ
る

大
学
づ
く
り
に
ま
い
進
い
た
し
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
日
本
大
学
の
教
育
活

動
に
温
か
い
ご
理
解
と
多
大
な
る

ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
た
び
、
学
長

に
再
任
い
た
し
ま
し
た
大
貫
進
一

郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。

１
期
目
の
２
年
間
は
、
最
優
先

課
題
で
あ
る
信
頼
回
復
に
全
力
を

注
ぎ
、
不
断
の
改
革
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
認
証
評
価
（
大
学
評
価
）」
に

お
け
る
適
格
認
定
、「
私
立
大
学

等
経
常
費
補
助
金
」
の
段
階
的
回

復
な
ど
の
初
期
目
標
を
達
成
で
き

ま
し
た
。
６
月
末
よ
り
始
ま
り
ま

し
た
２
期
目
は
、
未
来
へ
の
躍
進

と
い
う
次
な
る
フ
ェ
ー
ズ
へ
力
強

く
歩
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

本
学
は
、
１
３
５
年
を
超
え
る

伝
統
の
中
で
「
自
主
創
造
」
の
教

育
理
念
を
堅
持
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
Ａ
Ｉ
が
急
激
に
進
化
す
る
こ

の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
深
い
専
門

性
と
多
角
的
な
視
野
を
持
ち
、
多

様
な
人
と
協
働
で
き
る
人
材
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
総
合
大
学
と
し
て

の
多
様
性
を
生
か
し
、
分
野
を
越

え
て
協
働
し
な
が
ら
新
た
な
価
値

を
創
出
す
る
「
Ｈ
型
人
材
」
の
育

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
教
学
Ｄ
Ｘ
を

強
力
に
推
進
し
、
デ
ー
タ
駆
動
型

教
育
で
学
生
一
人
一
人
の
個
性
と

成
長
を
細
や
か
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

ま
い
り
ま
す
。

本
学
で
学
ん
だ
大
切
な
お
子
さ

ま
が
、
卒
業
後
に
は
創
造
性
を
発

揮
し
て
社
会
を
支
え
、
世
界
で
活

躍
で
き
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
、

丁
寧
に
寄
り
添
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
し
て
、
全
て
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
が
「
日
本
大

学
に
関
わ
る
こ
と
を
心
か
ら
誇
り

に
思
え
る
明
日
」
を
全
力
で
創
り

上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も
、

本
学
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご

協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

学
長
あ
い
さ
つ

学
生
の
夢
に
寄
り
添
い
、共
に
創
る
未
来

時
代
を
担
う「
H
型
人
材
」育
成
目
指
し
て

理
事
長　

関 

泰
一
郎

学
長　

大
貫 

進
一
郎

４
月
３
日
の
理
事
会
で
大

貫
進
一
郎
学
長
の
再
任
が
決

ま
っ
た
。

６
月
24
日
付
で
就
任
し
、

任
期
は
令
和
12
年
度
の
定
時

評
議
員
会
終
結
時
ま
で
の
約

４
年
間
。

学
長
の
選
出
方
法
は
立
候

補
制
。
大
貫
氏
一
人
の
立
候

補
と
な
り
、
学
長
候
補
者
推

薦
委
員
会
で
の
所
信
表
明
を

踏
ま
え
た
信
任
投
票
で
、
過

半
数
の
票
を
得
た
こ
と
か
ら

候
補
者
に
な
っ
て
い
た
。
学

長
候
補
者
選
出
会
議
で
の
選

出
を
経
て
、
理
事
会
で
承
認

さ
れ
た
。

ま
た
、
７
月
３
日
の
理
事

会
で
学
長
の
代
理
・
代
行
者

に
兼
板
佳
孝
副
学
長
が
選
任

さ
れ
た
。

大
貫
　
進
一
郎
（
お
お
ぬ

き
・
し
ん
い
ち
ろ
う
）

平
成
３
年
本
学
理
工
学
部

卒
。
12
年
本
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
、
博
士
（
工
学
）。
27
年

理
工
学
部
教
授
、
令
和
４
年

副
学
長
、
６
年
か
ら
現
職
。

58
歳
。

新
理
事
長
に
関
氏

　

林
真
理
子
理
事
長
の
任
期

満
了
に
伴
う
後
任
の
理
事
長

に
、
理
事
長
推
薦
委
員
会
が

推
挙
し
た
関
泰
一
郎
氏
の
就

任
が
６
月
24
日
の
理
事
会
で

決
ま
っ
た
。

　

同
日
付
で
就
任
し
、
任
期

は
令
和
12
年
度
の
定
時
評
議

員
会
終
結
時
ま
で
の
約
４
年

間
。
こ
れ
に
伴
い
、
関
氏
は

生
物
資
源
科
学
部
長
を
同
日

付
で
退
い
た
。

　

理
事
会
が
昨
年
７
月
に

策
定
し
た
「
求
め
ら
れ
る

理
事
長
像
」に
基
づ
き
、外

部
有
識
者
ら
７
人
で
構
成

す
る
理
事
長
推
薦
委
員
会

が
人
選
を
進
め
て
き
た
。

　

関
氏
の
推
薦
理
由
と
し

て
「
現
場
の
痛
み
を
理
解

し
な
が
ら
も
、
未
来
の
た

め
に
必
要
な
メ
ス
を
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
リ
ー

ダ
ー
」
で
あ
る
点
な
ど
を

挙
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
日
の
理
事
会

で
副
理
事
長
に
淺
井
万
富
業

務
執
行
理
事
の
就
任
も
決
ま

り
、
同
日
就
任
し
た
。

　

関
　
泰
一
郎
（
せ
き･

た

い
い
ち
ろ
う
︶
　

　

昭
和
59
年
本
学
農
獣
医
学

部
卒
、61
年
本
学
大
学
院
農

学
研
究
科
農
芸
化
学
専
攻
博

士
前
期
課
程
修
了
。平
成
４

年
博
士︵
農
学
︶。23
年
生
物

資
源
科
学
部
教
授
。令
和
６

年
同
学
部
長
。
64
歳
。

大
貫
学
長
が
再
任

本学の新たな体制が始動した（７月３日撮影）

６
月
24
日
と
７
月
３
日
の

理
事
会
で
８
人
の
業
務
執
行

理
事
が
決
ま
っ
た
。
大
貫
進

一
郎
学
長
を
除
く
７
人
は
以

下
の
通
り
。

兼
板
佳
孝
（
副
学
長 

学

務
、
情
報
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

担
当
）、
北
田
典
子
（
副
学

長 

学
生
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ

担
当
）、
坂
本
力
也
（
副
学

長 

研
究
、
国
際
化
推
進
担

当
）、
山
本
剛
史
（
総
務
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
担

当
）、
淺
井
万
富
（
財
務
、

管
財
、
付
属
病
院
、
内
部
統

制
担
当
）、
大
熊
智
之
（
人

事
、
広
報
担
当
）、
伊
藤
ゆ

７
月
３
日
現
在（
敬
称
略
）

▽
理
事
長
推
薦
委
員
会
か
ら

の
推
薦　

関
泰
一
郎

▽
学
長　

大
貫
進
一
郎

▽
副
学
長　

兼
板
佳
孝
、

　

北
田
典
子
、
坂
本
力
也

▽
理
事
長
か
ら
の
推
薦

大
熊
智
之
、
山
本
剛
史

▽
教
員
の
う
ち
か
ら
選
出

　

川
上
央
、
榛
葉
繁
紀
、
轟

朝
幸
、
長
谷
川
勉

▽
職
員
の
う
ち
か
ら
選
出

　

飯
塚
和
一
郎
、
友
近
英
展

み
子
（
企
画
、
改
善
改
革
推

進
担
当
）

▽
付
属
校
教
職
員
の
う
ち

か
ら
選
出　

中
園
健
二

▽
校
友
の
う
ち
か
ら
選
出

　

今
泉
祐
子
、
上
條
由
美

▽
学
識
経
験
者
の
う
ち
か

ら
選
出　

淺
井
万
富
、
伊
藤

ゆ
み
子
、
髙
祖
敏
明
、
島
本

武
彦
、
武
内
清
信
、
束
村
博

子
、
平
沢
郁
子

山
本
寛
監
事
、
小
林
清
監

事
の
任
期
満
了
に
伴
う
新
た

な
監
事
に
、
元
生
産
工
学
部

教
授
の
廣
田
直
行
氏
、
元
財

務
部
長
の
福
井
正
人
氏
が
５

月
27
日
の
臨
時
評
議
員
会
で

選
任
さ
れ
、
６
月
24
日
付
で

そ
れ
ぞ
れ
常
勤
監
事
に
就
任

し
た
。

任
期
は
令
和
12
年
度
の
定

時
評
議
員
会
終
結
時
ま
で
の

約
４
年
間
。

業
務
執
行
理
事・理
事
決
ま
る

〈

理

事

〉

常
勤
監
事
に
２
氏
が
就
任
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吹
奏
楽
部
が
９
月
に
秋
田

県
で
行
わ
れ
た
東
北
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
、
２

年
連
続
の
金
賞
を
受
賞
し

た
。
３
年
連
続
30
回
目
の
出

場
と
な
っ
た
今
回
は
、
県
内

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
演
奏
力
を

遺
憾
な
く
発
揮
。
東
日
本
大

会
出
場
こ
そ
逃
し
た
も
の

の
、
大
舞
台
で
圧
巻
の
サ
ウ

ン
ド
を
豊
か
な
表
現
力
で
響

か
せ
、
日
頃
の
努
力
の
成
果

を
存
分
に
示
し
た
。

　

６
月
20
日
に
ホ
テ
ル
ハ

マ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
郡
山

青
年
会
議
所
創
立
65
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン「
Ｊ
Ｃ
歌
舞

伎
」
に
、
本
校
生
徒
５
人
が

出
演
し
た
。
郡
山
市
を
代
表

す
る
伝
統
芸
能「
柳
橋
歌
舞

伎
」に
も
つ
な
が
る
地
域
文

化
に
触
れ
、「
助
六
由
縁
江
戸

桜
」で
は
口
上
と
躍
動
感
あ

る
演
技
、「
白
浪
五
人
男
」で

は
捕
手
役
と
し
て
傘
を
回
す

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。

数
カ
月
の

練
習
の
成

果
に
、会
場

か
ら
大
き

な
拍
手
が

送
ら
れ
た
。

　

本
校
は

初
と
な

る
、
幼
児

対
象
の
夏

祭
り
を
７

月
に
実
施

し
た
。５
年
生
た
ち
が
企
画
・

運
営
に
携
わ
り
、
ヨ
ー
ヨ
ー

や
金
魚
す
く
い
な
ど
、
幼
児

が
楽
し
め
る
出
し
物
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
っ
て
調
べ
、
企

画
書
を
書
き
上
げ
校
長
先
生

に
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
な
ど
、

準
備
を
進
め
た
。

　

当
日
は
来
場
者
の
誘
導
も

担
当
し
、
高
学
年
ら
し
い
振

る
舞
い
を
見
せ
た
。
参
加
者

た
ち
は
、
大
い
に
楽
し
み
、

幼
児
の
笑
顔
が
輝
く
一
日
と

な
っ
た
。

　

６
月
下

旬
か
ら
７

月
の
終
業

式
ま
で
の

約
１
カ
月

間
、
夏
恒

例
の
プ
ー

ル
保
育
を
実
施
し
た
。夏
空

の
下
、心
地
よ
い
水
の
感
触

を
楽
し
み
な
が
ら
全
身
を

使
っ
て
遊
び
、心
身
の
調
和

的
な
発
達
を
促
す
活
動
と

な
っ
た
。

　

今
年
も
５
人
の
日
大
生
が

サ
ポ
ー
ト
に
加
わ
り
、プ
ー

ル
以
外
で
も
、雨
天
時
の
運

動
や
保
育
室
で
の
遊
び
の
時

間
な
ど
で
、園
児
と
交
流
を

重
ね
た
。こ
う
し
た
特
別
な

活
動
や
新
た
な
出
会
い
を
通

じ
て
、子
ど
も
た
ち
一
人
一

人
の
成
長
が
感
じ
ら
れ
る
充

実
し
た
１
学
期
と
な
っ
た
。

　

７
月
２
日
、
恒
例
の
七
夕

の
イ
ベ
ン
ト
に
備
え
、
園
児

が
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
室
内
の

飾
り
つ
け
を
行
っ
た
。
使
用

し
た
の
は
薬
学
部
の
薬
用
植

物
園
か
ら
贈
ら
れ
た
竹
。
さ

ま
ざ
ま
な
願
い
を
書
い
た
短

冊
や
、
色
と
り
ど
り
の
手
作

り
の
飾
り
を
大
事
に
結
び
付

け
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
竹

が
伐
採
さ
れ
る
様
子
や
薬
用

植
物
園
に
生
え
て
い
る
珍
し

い
植
物
の
写
真
を
見
て
、
ま

た
、
担
任
の

先
生
か
ら
の

竹
と
サ
サ
の

違
い
の
説
明

を
熱
心
に
聞

き
入
っ
た
。

　

７
月
12
日
に
、
神
奈
川
県

の
逗
子
海
岸
で
行
わ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、
一
般

の
方
と
共
に
本
校
の
釣
り
人

同
好
会
が
参
加
し
た
。
現
地

漁
業
組
合
の
許
可
を
得
て
、

海
上
保
安
庁
の
立
ち
会
い
の

下
、
海
藻
を
食
べ
尽
く
し

て
「
磯
焼
け
」
を
引
き
起
こ

す
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
を
駆
除
し

た
。
顧
問
の
植
田
雅
善
先
生

は
「
趣
味
や
競
技
で
釣
り
を

楽
し
む
に

は
、
ま
ず

魚
の
住
む

海
洋
環
境

を
守
る
こ

と
が
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と

を
伝
え
た
い
」
と
話
し
た
。

　

ダ
ン
ス
部

は
８
月
１
日
、

北
志
津
児
童

セ
ン
タ
ー
で
、

近
隣
の
小
学

生
を
対
象
と

し
た「
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
体
験
」を
開
催
し
た
。

当
日
は
15
人
の
小
学
生
が
参

加
し
、部
員
か
ら
振
り
付
け

を
教
わ
り
な
が
ら
一
緒
に
ダ

ン
ス
を
楽
し
ん
だ
。

　

ダ
ン
ス
部
は
大
会
へ
の
参

加
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
幼

稚
園
で
公
演
を
行
う
な
ど
、

地
域
貢
献
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
今
後
も
ダ
ン
ス
を
通

し
て
地
域
と
の
交
流
を
深
め

て
い
く
。

　

本
校
は
年
に
２
回
、
併
設

の
中
学
校
・
高
等
学
校
の
食

堂
で「
お
楽
し
み
共
食
」を
実

施
し
て
い
る
。
異
な
る
学
年

と
会
食
す
る
こ
と
で
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
、
地
産
地

消
や
栄
養
、
衛
生
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
食
育
の
機
会
と
し

て
い
る
。今
年
度
１
回
目
の

メ
ニ
ュ
ー
は
、チ
ー
ズ
バ
ー

ガ
ー
と
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
。

大
き
な
バ
ー
ガ
ー
に
児
童
た

ち
は
び
っ
く
り
。楽
し
く
会

話
を
し
な
が
ら
味
わ
い
、１

年
生
も
見
事

完
食
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ

る
有
意
義
な

時
間
と
な
っ

た
。

伝
統
胸
に
堂
々
演
奏

初
の
幼
児
向
け
夏
祭
り

七
夕
に
願
い
を
込
め
て

郡
山
Ｊ
Ｃ
歌
舞
伎
出
演

夏
の
プ
ー
ル
保
育

笑
顔
あ
ふ
れ
る
共
食

海
洋
環
境
を
守
る

ダ
ン
ス
で
地
域
交
流

山
形
高

認
定
こ
ど
も
園

東
北
高

幼
稚
園

藤
沢
小

千
葉
日
大
一
小

日
大
一
中
・
高

千
葉
日
大
一
中
・
高

付
属
校
ニ
ュ
ー
ス
❷

カザルスホール

整
備
の
基
本
方
針

千
代
田
区
と
策
定

　

本
学
と
千
代
田
区
は
、
本

学
が
所
有
す
る
室
内
楽
専
用

ホ
ー
ル
「
日
本
大
学
カ
ザ
ル

ス
ホ
ー
ル
」の
再
生
に
向
け
、

こ
の
ほ
ど
施
設
整
備
等
に
関

す
る
基
本
方
針
を
共
同
で
策

定
し
た
。

　

両
者
は
令
和
７
年
か
ら
協

議
を
重
ね
、
本
学
が
同
ホ
ー

ル
を
貸
与
し
、
公
共
の
施
設

と
し
て
区
が
運
営
す
る
方
向

性
を
確
認
し
た
。

　

基
本
方
針
で
は
、
条
例
上

の
名
称
を
「
千
代
田
区
立
神

田
駿
河
台
ホ
ー
ル（
仮
称
）」、

通
称
名
を
「
日
本
大
学
カ
ザ

ル
ス
ホ
ー
ル
ち
よ
だ
」と
し
、

再
開
に
向
け
た
施
設
の
整

備
・
改
修
は
所
有
者
で
あ
る

本
学
が
担
当
す
る
と
し
た
。

契
約
期
間
は
20
年
。

　

今
後
は
今
年
９
月
に
基
本

構
想
を
策
定
し
、
12
月
に
基

本
協
定
を
締
結
す
る
予
定
と

し
て
い
る
。

　

同
ホ
ー
ル
は
平
成
22
年
以

降
、
音
楽
ホ
ー
ル
と
し
て
の

使
用
を
休
止
し
て
い
た
が
、

地
域
か
ら
再
開
を
望
む
声
が

上
が
っ
て
い
た
。

７
月
３
日
開
催
の
理
事
会

で
、
長
谷
川
勉
教
授
の
商
学

部
長
再
任
が
決
ま
っ
た
。
８

月
１
日
付
。
学
部
長
選
出
規

程
第
23
条
に
定
め
る
学
部
長

候
補
者
選
出
会
議
が
５
月
か

ら
６
月
に
か
け
て
参
考
投
票

と
面
談
等
を
行
い
、
長
谷
川

教
授
を
商
学
部
長
候
補
者
と

し
て
選
出
。
理
事
会
の
議
を

経
て
決
定
さ
れ
た
。

長
谷
川  

勉（
は
せ
が
わ
・

つ
と
む
）
教
授　

平
成
６
年

３
月
本
学
大
学
院
商
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
単
位
修
得

満
期
退
学
。
平
成
24
年
商
学

部
教
授
。

長
谷
川
学
部
長
が
再
任

関
泰
一
郎
生
物
資
源
科
学

部
長
の
理
事
長
就
任
に
伴

い
、
同
学
部
の
磯
部
勝
孝
教

授
が
同
学
部
長
代
行
に
任
命

さ
れ
た
。
大
学
院
生
物
資
源

科
学
研
究
科
長
代
行
、
大
学

院
獣
医
学
研
究
科
長
代
行
も

務
め
る
。
６
月
24
日
付
。

生
物
資
源
科
学
部

磯
部
教
授
が

学
部
長
代
行

商学部

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
キ
ャ
ン
パ

ス
を
拠
点
に
行
わ
れ
る
本
学

の
二
つ
の
海
外
研
修
が
、
在

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
日
本
国
大

使
館
が
推
進
す
る
「
日
豪
友

好
協
力
基
本
条
約
署
名
50
周

年
」
の
公
式
記
念
事
業
に
認

定
さ
れ

た
。公

式
認

定
さ
れ
た

の
は
、
本

部
国
際
化

推
進
室
が

所
管
す
る

短
期
研
修

「
ニ
ュ
ー

カ
ッ
ス
ル
グ
ロ
ー
バ
ル
研

修
」
と
、
生
物
資
源
科
学
部

の
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

旅
行
」。

両
研
修
は
本
学
が
所
有

し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
大
と
共
同

運
営
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
カ
ッ

ス
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
に

実
施
す
る
。
語
学
な
ど
の
研

修
の
ほ
か
に
も
、
現
地
の
学

生
や
地
域
住
民
と
の
交
流
を

行
い
、
国
際
的
な
視
野
を
広

げ
る
と
と
も
に
、
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
る
。

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
グ
ロ
ー

バ
ル
研
修
は
、
令
和
６
年
か

ら
約
３
～
４
週
間
の
日
程
で

年
２
回（
８
～
９
月
、３
月
）

実
施
。
今
年
が
１
回
目
と
な

る
生
物
資
源
科
学
部
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
は
９
月
13

～
20
日
の
日
程
で
行
わ
れ

た
。今

回
の
公
式
認
定
は
、
本

学
の
海
外
研
修
が
日
本
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
相
互

理
解
と
交
流
に
貢
献
す
る

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え

そ
う
だ
。

二
つ
の
海
外
研
修
を
公
式
認
定

日
豪
友
好
50
年
記
念
事
業

日豪友好50周年のロゴ

令
和
８
年
度
日
本
大
学
校

友
会
役
員
総
会
が
７
月
10

日
、
東
京
都
文
京
区
の
東
京

ド
ー
ム
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、

８
年
度
補
助
費
の
交
付
や
７

本
学
は
８
月
27
日
、
日
本

大
学
会
館
で
米
国
の
Ｅ
Ｔ
Ｓ

（Educational Testing 
Service

）
お
よ
び
Ｉ
Ｉ
Ｂ

Ｃ
（
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）
と
教

育
連
携
協
力
に
関
す
る
Ｍ
Ｏ

Ｕ
（
基
本
合
意
書
）
を
締
結

し
た
。
本
学
学
生
の
英
語
力

向
上
と
教
育
改
善
な
ど
が
目

的
で
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
と
国
内
の
大

学
と
の
教
育
連
携
は
、
東
北

年
度
事
業
な
ど
４
件
の
報
告

と
、
７
年
度
収
支
決
算
、
８

年
度
事
業
計
画
案
、
会
長
と

監
事
の
選
任
な
ど
議
事
６
件

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た

＝
写
真
。

総
会
に
は
全
国
の
都
道
府

県
支
部
、
学
部
別
・
職
域
別

部
会
、
桜
門
会
役
員
の
２
０

８
人
（
議
決
権
行
使
お
よ
び

委
任
状
に
よ
る
出
席
者
１
１

８
人
を
含
む
）
が
出
席
。
冒

頭
、
こ
の
日
で
任
期
満
了
と

な
る
大
谷
喜
一
会
長
が
「
３

年
間
走
り
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
役
員
な
ら
び
に
事
務

局
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

議
事
で
は
、
準
会
員
制
度

廃
止
に
伴
う
新
制
度
に
関
す

る
件
に
つ
い
て
、
10
年
度
か

大
に
続
き
２
例
目
で
、
私
立

大
学
で
は
初
の
事
例
と
な

る
。Ｅ

Ｔ
Ｓ
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
や

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
開
発
す
る
米

国
の
非
営
利
テ
ス
ト
開
発
機

関
で
、
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
は
国
内
で

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
事
業
を
実
施
・

運
営
す
る
機
関
。
調
印
式
に

は
、
大
貫
進
一
郎
学
長
、
Ｅ

Ｔ
Ｓ
の
ア
ミ
ッ
ト
・
セ
バ
ク

Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
の
藤
沢

裕
厚
理
事
長
ら

が
出
席
し
、
三

者
で
Ｍ
Ｏ
Ｕ
に

署
名
を
行
っ
た

＝
写
真
。

本
書
に
は
、

本
学
学
生
の
英

語
力
向
上
の
た

め
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
な
ど
Ｅ
Ｔ
Ｓ

が
提
供
す
る
テ

ス
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
活
用
す
る

こ
と
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ

と
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
が

ら
導
入
さ
れ
る
新
会
費
に
よ

る
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
提
示
。
若
年
層
校
友
と
の

さ
ら
な
る
継
続
的
関
係
構
築

を
目
指
す
と
し
た
。

会
長
に
前
理
事
長
の
林
真

理
子
氏
（
昭
和
51
年
芸
術
学

部
卒
）
が
推
薦
さ
れ
、
選
任

さ
れ
た
。
同
氏
は
本
学
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
改
革
に
尽
力
す
る

な
ど
知
名
度
と
求
心
力
が
あ

り
、
大
学
と
校
友
会
の
連
携

持
つ
分
析
・
研
究
の
知
見
を

本
学
の
教
育
改
善
に
生
か
す

こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
。ま

た
、
三
者
は
取
り
組
み

成
果
の
共
有
・
発
信
を
通

を
進
め
る
上
で
も
適
任
と
し

た
。林

新
会
長
は
「
大
谷
前
会

長
の
志
を
受
け
継
ぎ
、
次
代

に
ふ
さ
わ
し
い
校
友
会
に
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。
任
期
は
令
和
11
年
の

定
期
役
員
総
会
ま
で
。
閉
会

後
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
関

泰
一
郎
理
事
長
と
大
貫
進
一

郎
学
長
も
出
席
し
役
員
と
の

交
流
を
深
め
た
。

じ
、
日
本
の
英
語
教
育
の
発

展
へ
の
貢
献
を
目
指
す
。
今

後
、
具
体
的
な
協
力
内
容
や

実
施
方
法
な
ど
は
、
協
議
を

通
じ
て
準
備
が
整
っ
た
も
の

か
ら
進
め
て
い
く
。

令
和
８
年
度
役
員
総
会

校 友 会

新
会
長
に
林
真
理
子
氏

ＥＴＳ・ＩＩＢＣと締結
私 大 初 、英 語 教 育 で 連 携
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夏
休
み
に
計
６
回
の
中

学
・
高
校
説
明
会
を
実
施
。

日
本
大
学
志
願
者
の
人
気
回

復
も
あ
っ
て
、
予
約
枠
は
全

て
満
席
と
な
る
盛
況
ぶ
り
。

各
回
、
中
・
高
生
徒
会
役
員

の
協
力
で
、
生
徒
目
線
で
の

本
校
の
学
校
生
活
や
魅
力
、

受
験
時
の
過
ご
し
方
な
ど
に

つ
い
て
、
受
験
生
・
保
護
者

に
向
け
発
信
し
た
。「
生
徒

の
素
直
な
声
が
聴
け
て
良

か
っ
た
」「
学
校
生
活
へ
の

具
体
的
イ

メ
ー
ジ
が

高
ま
っ
た
」

と
い
っ
た

高
い
評
価

が
多
数
寄

せ
ら
れ
た
。

　

放
送
部
が
８
月
18
日
に
行

わ
れ
た
第
47
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全

国
中
学
生
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

中
学
男
子
テ
ニ
ス
部
は
17

日
か
ら
行
わ
れ
た
第
53
回
全

国
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
で
、
30
年
ぶ
り
に
団
体
優

勝
。
30
日
か
ら
開
催
の
全
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権

で
は
、
高

校
２
年
の

野
田
悠
心

さ
ん
が
ダ

ブ
ル
ス
で

優
勝
し
た
。

　

他
に
も
、

全
国
で
３

位
、
５
位
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

も
あ
り
、
多
く
の
活
躍
が

あ
っ
た
。

　

全
国

高
等
学

校
総
合

体
育
大

会
柔
道

競
技
が

８
月
６
日
か
ら
10
日
に
か
け

て
開
催
さ
れ
、
反
中
千
陽
さ

ん
（
２
年
）
が
女
子
78
㌔
超

級
に
出
場
し
た
。
１
回
戦
で

は
神
奈
川
県
代
表
選
手
に
一

本
勝
ち
、
２
回
戦
で
は
沖
縄

県
代
表
選
手
に
有
効
で
勝

利
。
３
回
戦
ま
で
進
出
し
、

全
国
の
強
豪
を
相
手
に
健
闘

し
た
結
果
、
見
事
ベ
ス
ト
16

入
り
を
果
た
し
た
。

　

全
国
の
舞
台
で
得
た
貴
重

な
経
験
を
今
後
の
練
習
や
大

会
に
生
か
し
、
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　

合
気
道
部
が
８
月
７
日
に

東
京
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た

第
23
回
全
国
高
等
学
校
演
武

大
会
に
出
場
し
た
。

　

同
部
は
稽
古
を
通
じ
て
、

自
己
鍛
錬
の
姿
勢
や
他
者
を

尊
重
す
る
姿
勢
を
身
に
付
け

る
こ
と
で
、
精
神
的
な
成

長
を
大
切

に
し
て
い

る
。
同
大

会
で
は
、

日
々
の
成

果
を
示
す

よ
う
な
実
直
で
素
直
な
演
武

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
」
と
も
呼
ば
れ
る
第
49
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

（
あ
き
た
総
文
２
０
２
６
）

の
新
聞
部
門
が
、
７
月
28
日

か
ら
秋
田
県
潟
上
市
で
開
催

さ
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
部
３
年
の
深
谷
心
美
さ
ん

と
宮
田
桃
花
さ
ん
が
茨
城
県

代
表
と
し
て
出
場
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
新
聞

部
員
と
共
に
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
、
秋
田
県
内
の
水
産
業

や
教
育
・
文
化
に
つ
い
て
の

取
材
を
行
い
、
そ
の
成
果
と

し
て
全
員
で
協
力
し
て
オ

リ
ジ
ナ

ル
の
新

聞
を
完

成
さ
せ

た
。

　

８
月
20

日
に
国
立

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
記

念
青
少
年

総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
み
ん
な

の
夢
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
７
全
国
大

会
」に
、本
校
５
年
生
の
佐
野

智
武
さ
ん
が
出
場
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ

プ
賞
を
受
賞
し
た
。

　
「OVERVIEW

 ACADE-
MY

～
地
球
を
救
う
リ
ー

ダ
ー
を
宇
宙
か
ら
育
て
る

～
」と
い
う
題
で
、こ
れ
ま
で

の
起
業
ゼ
ミ
で
の
研
究
成
果

を
ま
と
め
、
堂
々
と
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

今
後
も
研
さ
ん
を
重
ね
、

キ
ャ
リ
ア
実
現
に
向
け
て
努

力
に
励
む
。

　

７
月
28
、29
日
の
２
日
間
、

土
浦
市
内
の
中
学
２
年
生
５

人
が
職
場
体
験
に
来
園
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
積
極
的
に

中
学
生
の
手
を
取
り
楽
し
そ

う
に
遊
び
、中
学
生
た
ち
は
、

積
極
的
な
園
児
に
少
し
戸
惑

い
気
味
の
様
子
。
徐
々
に
笑

顔
も
見
ら
れ
、
最
終
日
は
名

残
惜
し
そ
う
な
様
子
も
見
ら

れ
た
。
中
学
生
の
中
に
は
卒

園
者
が
数
人
お
り
「
広
い
と

思
っ
て
い
た
保
育
室
が
、
と

て
も
狭
く
感
じ
る
」
と
、
当

時
を
懐
か
し
ん
だ
。

　

７
月
に
北
海
道
で
行
わ
れ

た
陸
上
の
ホ
ク
レ
ン
・
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
出

場
し
た
藤
井
雄
大
さ
ん
（
３

年
）
が
、
男
子
１
５
０
０
㍍

と
同
５
０
０
０
㍍
の
２
種
目

で
宮
崎
県
高
校
記
録
を
更
新

し
た
。

　

４
日
に
千
歳
市
で
行
わ
れ

た
同
１
５
０
０
㍍
Ｂ
組
で
は

３
分
42
秒
73
を
記
録
し
、
従

来
の
県
高
校
記
録
を
６
秒
51

縮
め
２
位
。
さ
ら
に
、
８
日

に
網
走
市
で
行
わ
れ
た
同

５
０
０
０
㍍
Ｃ
組
で
は
、
13

分
47
秒
07
を
マ
ー
ク
し
３
位

に
入
り
、

再
び
県

高
校
記

録
を
塗

り
替
え

た
。

日
大
二
中
・
高

大
垣
日
大
高

土
浦
日
大
高

土
浦
日
大
中
等

宮
崎
日
大
高

土
浦
日
大
高
幼
稚
園

岩
瀬
日
大
高

予
約
枠
は
全
て
満
席

女
子
柔
道
が
全
国
大
会

合
気
道
演
武
大
会
に
出
場

「
み
ん
な
の
夢
」で
受
賞

２
種
目
で
県
高
校
新

中
学
生
が
職
場
体
験

全
国
高
校
総
文
祭
に
出
場

相
次
ぎ
全
国
優
勝

日
大
三
中
・
高

付
属
校
ニ
ュ
ー
ス
❸

薬
学
部
と
理
工
学
部
の
女

子
学
生
が
開
発
し
た
化
粧
品 

「
L
e 

C
a
c
h
é
（
ル
・

カ
シ
ェ
）」
が
７
月
に
発
売

さ
れ
る
の
を
前
に
、
代
表
の

薬
学
部
４
年
の
山
田
怜
奈
さ

ん
と
、
副
代
表
の
理
工
学
部

４
年
の
白
井
芙
佳
さ
ん
が
６

月
12
日
、
日
本
大
学
会
館
を

訪
れ
、
林
真
理
子
理
事
長
、

大
貫
進
一
郎
学
長
に
完
成
品

を
進
呈
し
た
＝
写
真
。

「
ル
・
カ
シ
ェ
」
は
、
日

大
生
の
や
っ
て
み
た
い
を
実

現
す
る
「
自
主
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
採
択
さ
れ
生

ま
れ
た
化
粧
品
。
両
学
部
の

42
人
の
学
生
が
１
年
間
か
け

て
取
り
組
ん
だ
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
ゴ
ミ
が

出
ず
、
自
習
室
で
も
周
囲
を

気
に
せ
ず
に
使
え
、
勉
強
中

の
眠
気
覚
ま
し
や
気
分
転
換

が
で
き
る
ロ
ー
ル
オ
ン
化
粧

品
」。
薬
学
部
の
学
生
が
成

分
の
安
全
性
や
効
能
評
価

を
、
理
工
学
部
の
学
生
が
化

学
合
成
や
調
合

技
術
を
、
そ
れ

ぞ
れ
が
担
当
し

た
。「ル

・
カ
シ
ェ
」

は
当
面
は
学
内

の
購
買
部
で
販

売
し
、
需
要
を

み
な
が
ら
販
路

を
広
げ
て
い
く

予
定
だ
。

発
売
前
に
学
長
ら
に
報
告

学
生
目
線
の
化
粧
品
開
発

学
部
や
分
野
を
超
え
学
修

意
欲
の
高
い
学
生
が
一
つ
の

テ
ー
マ
を
議
論
す
る
第
３
回

「
Ｎ．
（
エ
ヌ
ド
ッ
ト
）教
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
５
月
30
日
、

11
学
部
、
大
学
院
４
研
究

科
、
通
信
教
育
部
の
学
生
44

人
が
参
加
し
て
日
本
大
学
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
大
学

生
の
〈
お
悩
み
〉
を
解
決
す

る
ア
プ
リ
開
発
」。
午
前
10

時
、
初
対
面
同
士
が
10
組
に

分
か
れ
議
論
を
開
始
。
各
組

は
グ
ー
グ
ル
の
「
A
I 

S
t
u
d
i
o
」
を
活
用
、

ク
ラ
ウ
ド
エ
ー
ス
社
の
現
役

エ
ン
ジ
ニ
ア
８
人
が
メ
ン

タ
ー
（
指
南
役
）
と
し
て
支

援
態
勢
を
敷
い
た
。

こ
れ
ま
で
ア
プ
リ
開
発
に

縁
が
な
い
学
生
も
多
く
い
た

が
、
自
発
的
に
ア
イ
デ
ア
を

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）に
ぶ
つ
け

な
が
ら
ア
プ
リ
の
完
成
度
を

高
め
て
い
く
。

午
後
４
時
半
、
各
組
に
よ

る
５
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
始
ま
り
、
審
査
の

結
果
、
先
輩
の
生
き
た
情
報

を
基
に
、
受
け
た
い
授
業
の

選
択
に
使
え
る
ア
プ
リ
「
履

修
じ
い
」
が
１
位
に
輝
い

た
。上

位
に
は
留
学
生
の
生
活

を
支
援
す
る
も
の
、
天
候
や

Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
応
じ
て
服
装
を
提

案
す
る
も
の
な
ど
「
お
悩

み
」
を
リ
ア
ル
に
解
決
す
る

ア
プ
リ
が
選
ば
れ
た
。

「
履
修
じ
い
」を
作
成
し
た

生
産
工
学
部
の
学
生
は「
初

め
ま
し
て
の
メ
ン
バ
ー
な
が

ら
、抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

だ
っ
た
。ア
プ
リ
開
発
未
経

験
だ
が
、Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
楽

し
く
作
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
手
応
え
を
口
に
し
た
。

大
貫
進
一
郎
学
長
は
総
評

で
「
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
い
て
も

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
新
し
い
気
付
き
が
あ
っ
た

と
思
う
。
本
日
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
体
験
を
生
か
し
、

日
本
や
世
界
で
活
躍
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
期
待
を
述

べ
た
。

「
お
悩
み
」解
決
ア
プ
リ
を
開
発

 N.
教
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

初
対
面
の
メ
ン
バ
ー
で
ア
プ
リ
を
作
り
上
げ
る

理
工
学
部
航
空
宇
宙
工
学

科
の
山
﨑
政
彦
准
教
授
の
研

究
室
な
ど
が
開
発
し
た
超
小

型
人
工
衛
星
「
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｌ
Ｕ

Ｄ
Ｅ（
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
）」（
＝

写
真
）
を
搭
載
し
た
ロ
ケ
ッ

ト
が
４
月
23
日
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
マ
ヒ
ア
半
島

か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
プ

レ
リ
ュ
ー
ド
は
そ
の
後
、
ロ

ケ
ッ
ト
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

軌
道
投
入
さ
れ
た
。

プ
レ
リ
ュ
ー
ド
は
、
地
震

に
先
行
し
て
電
離
圏
に
生
じ

る
可
能
性
の
あ
る
微
細
な
変

動
の
観
測
を
目
指
す
人
工
衛

星
で
、
地
震
予
知

に
役
立
つ
先
端
研

究
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
。
大
き

さ
は
１
０
０
㍉
㍍

×
２
２
６
・
３
㍉

㍍
×
３
６
６
㍉
㍍

の
６
Ｕ
と
呼
ば
れ

る
サ
イ
ズ
で
、
重

さ
は
９
・
８
㌔
㌘
。

静
岡
県
立
大
グ

ロ
ー
バ
ル
地
域
セ

ン
タ
ー
の
鴨
川
仁
特
任
教
授

を
中
心
と
す
る
自
然
災
害
研

究
部
門
の
メ
ン
バ
ー
と
連
携

し
た
理
工
学
融
合
型
の
実
践

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
）
の
「
革
新
的
衛
星
技
術

実
証
４
号
機
」
の
一
機
と
し

て
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

今
後
、
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と

の
通
信
を
確
立
し
た
後
、
２

年
間
に
わ
た
り
地
震
と
電
離

圏
の
関
係
解
明
に
つ
な
が
る

デ
ー
タ
の
取
得
等
に
取
り
組

む
。
山
﨑
准
教
授
は
「
さ
ら

に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た

２
号
機
、
３
号
機
も
開
発

し
、
複
数
の
人
工
衛
星
に
よ

る
精
度
の
高
い
観
測
に
挑
戦

し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

超小型人工衛星
「ＰＲＥＬＵＤＥ」打ち上げ

地震の先行現象を観測

理 工 学 部

日
大
生
の
や
っ
て
み
た
い

を
実
現
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
令
和
８
年
度
日
本
大
学
自

主
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

35
件
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の

ほ
ど
新
規
15
件
、
継
続
12
件

の
計
27
件
が
採
択
さ
れ
た
。

新
規
企
画
と
し
て
、紙
や
木

で
作
る「
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
で

地
域
を
元
気
に
し
よ
う
！
」

（
代
表
者
・
大
学
院
工
学
研
究

科
の
神
谷
航
生
さ
ん
、補
助

額
30
万
円
）、視
覚
を
必
要
と

し
な
い
新
た
な
芸
術
表
現
を

模
索
す
る
「
振
動
は
表
現
に

な
る
か
？
」（
代
表
者
・
芸
術

学
部
の
本
間
桜
楽
さ
ん
、同
）

な
ど
が
選
ば
れ
た
。

自
主
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
学
部
間
交
流
を
通
じ
て

学
修
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
「
学
生
の
自
由
な
発

案
」
を
支
援
す
る
も
の
で
、

今
回
で
６
回
目
。
２
学
部
以

上
か
つ
５
人
以
上
の
学
生
が

参
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の

応
募
条
件
が
あ
る
。

採
択
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、活
動
期
間
中
の
進
捗
状

況
報
告
の
ほ
か
、活
動
期
間

終
了
後
は
報
告
書
提
出
、活

動
報
告
を
行
い
、優
れ
た
成

果
を
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
大
学
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
27
件

自
主
創
造
プ
ロ
採
択

受
験
生
や
保
護
者
を
対
象

に
本
学
の
全
学
部
全
学
科

（
16
学
部
86
学
科
）、
通
信
教

育
部
、
短
期
大
学
部
の
教
員

と
学
生
が
学
び
の
特
徴
や
魅

力
を
発
信
す
る
「
日
本
大
学

オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
」が
、11
月
23
日
に
東

京
・
ベ
ル
サ
ー
ル
高
田
馬
場

で
開
か
れ
る
。
昨
年
に
続
き

２
回
目
で
、
参
加
は
無
料
。

特
設
サ
イ
ト
で
は
、
10
月
か

ら
来
場
登
録（
事
前
申
込
制
）

が
で
き
る
ほ
か
、当
日
の
タ

イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

が
確
認
で

き
る
。

11
月
23
日
に
開
催

オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
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硬
式
野
球

部
が
第
１
０

８
回
全
国
高

等
学
校
野
球

選
手
権
大
会

に
出
場
し

た
。
16
年
ぶ

り
７
回
目
の
出
場
と
な
っ
た

本
校
は
、
初
戦
で
聖
隷
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
高
（
静
岡
）
に

１
対
０
。
２
回
戦
の
神
村
学

園
高
（
鹿
児
島
）
に
３
対
１

で
勝
利
す
る
な
ど
、
好
投
手

擁
す
る
相
手
チ
ー
ム
に
も
粘

り
強
い
野
球
で
、
見
事
29
年

ぶ
り
に
ベ
ス
ト
16
と
い
う
成

績
を
収
め
た
。
春
の
選
抜
大

会
で
歌
え
な
か
っ
た
校
歌
を

歌
う
と
い
う
目
標
を
達
成

し
、充
実
し
た
夏
と
な
っ
た
。

　

８
月
４
日
、
佐
野
ユ
ネ
ス

コ
協
会
主
催
の
「
平
和
の
民

話
語
り
」「
平
和
の
鐘
を
鳴

ら
す
運
動
」
イ
ベ
ン
ト
に
４

年
生
の
飯
田
実
桜
さ
ん
と
三

上
彩
花
さ
ん
が
参
加
し
た
。

今
年
度
は
、
日
本
の
ユ
ネ
ス

コ
加
盟
75
周
年
・
ユ
ネ
ス
コ

憲
章
制
定
80
周
年
の
節
目
の

年
。
戦
争
体
験
に
基
づ
く
民

話
に
耳
を
傾
け
た
後
、
一
人

一
人
が
平
和
へ
の
願
い
を
込

め
て
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
平
和

の
大
切
さ

に
つ
い
て

考
え
る
貴

重
な
時
間

と
な
っ
た
。

　

第
１
０
８
回
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
大
会
に
、
16

年
ぶ
り
に
出
場（
春
・
夏
連

続
）し
た
本
校
は
、初
戦
で
立

正
大
淞
南
高（
島
根
）と
対

戦
。15
対
１
で
勝
ち
、今
春
に

実
現
で
き
な
か
っ
た「
勝
っ

て
校
歌
斉
唱
を
！
」を
達
成

し
た
。２
回
戦
は
有
明
高（
熊

本
）と
の
九
州
勢
対
決
。エ
ー

ス
古
賀
友
樹
投
手（
３
年
）が

粘
投
し
、打
線
は
９
回
に
１

点
差
に
迫
っ
た
が
、２
対
３

で
惜
敗
し
た
。平
成
19
年
以

来
の
甲
子
園「
２
勝
」は
な

ら
な
か
っ
た
が
、試
合
後
、ス

ク
ー
ル
カ
ラ
ー
に
染
ま
っ
た

ア
ル
プ
ス
ス
タ

ン
ド
か
ら
、選
手

を
た
た
え
る
拍

手
が
送
ら
れ
た
。

　

女
子
卓
球
部
は
強
化
を
始

め
て
３
年
目
に
な
る
。
今
年

の
長
野
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
で
は
団
体
・
シ
ン
グ

ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
し

「
３
冠
」を
達
成
、団
体
種
目

で
の
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
出
場
は
初
と
な
っ

た
。同
大
会
で
は
団
体
で
ベ

ス
ト
16
と
い
う
結
果
を
収

め
、本
校
の
名
を
全
国
へ
と

ど
ろ
か
せ
、部
員
に
と
っ
て

実
り
多
き
充
実

し
た
夏
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
上

位
進
出
を
目
指

し
、
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
さ
ら
な
る
高

み
を
目
指
し
て
い
く
。

　

本
校
は
６
月
18
、
19
日
、

３
年
生
に
と
っ
て
入
学
後
初

め
て
の
宿
泊
行
事
と
な
る
自

然
体
験
学
習
を
、
飯
山
市
で

行
っ
た
。
手
す
き
和
紙
作
り

や
ブ
ナ
の
森
散
策
、川
遊
び
、

農
作
業
、笹さ

さ

ず
し
作
り
な
ど
、

飯
山
な
ら
で
は
の
自
然
や
文

化
を
体
験
。
五
感
を
通
し
て

「
な
ぜ
だ
ろ
う
」と
問
い
を
深

め
、
自
然
と
人
々
の
暮
ら
し

と
の
つ
な
が
り
に
気
付
く
機

会
と
な
っ
た
。
地
域
の
方
と

の
交
流
も
含

め
、教
室
で

は
得
ら
れ
な

い
学
び
を
深

め
る
２
日
間

と
な
っ
た
。

　

６
月
７
日

に
行
わ
れ
た

第
46
回
全
国

高
等
学
校
ク

イ
ズ
選
手
権

オ
ン
ラ
イ
ン
予
選
会
に
お
い

て
、
ク
イ
ズ
研
究
部
が
北
海

道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
を
突
破

し
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ラ
ウ
ン
ド

へ
の
出
場
を
決
め
た
。
大
山

莉
璃
羽
さ
ん
、
大
杉
歩
果
さ

ん
、
藤
原
言
葉
さ
ん
（
い
ず

れ
も
３
年
）
は
、
激
戦
を
勝

ち
抜
き
、
女
子
単
独
チ
ー
ム

の
代
表
権
を
獲
得
し
、
本
校

と
し
て
は
３
年
連
続
の
出
場

を
果
た
し
た
。
７
月
28
日
に

行
わ
れ
た
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ラ
ウ

ン
ド
で
は
惜
し
く
も
敗
退
と

な
っ
た
が
、
発
想
力
・
判
断

力
・
団
結
力
を
発
揮
し
て
、

ク
イ
ズ
の
魅
力
を
存
分
に
味

わ
っ
た
。　

ダ
ン
ス
部
は
、

年
間
四
つ
の
主
要

大
会
に
出
場
し
、

今
年
は「
４
大
会

全
制
覇
」を
目
標

に
掲
げ
た
。４
月

の
マ
イ
ナ
ビHIGH SCHOOL 
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部
門
、

８
月
の
Ｄ
Ｃ
Ｃ
決
勝
大
会
で

優
勝
。
さ
ら
に
９
月
の
日
本

高
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権
（
ダ

ン
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
）
全
国
決

勝
大
会
で
、
史
上
初
と
な
る

ス
モ
ー
ル
、
ビ
ッ
グ
両
部
門

優
勝
を
達
成
し
た
。
仲
間
と

積
み
重
ね
て
き
た
経
験
と
覚

悟
を
力
に
変
え
、
残
る
大
会

も
頂
点
を
目
指
し
、
６
冠
達

成
へ
の
挑
戦
を
続
け
る
。

　

９
月
４
日
、
目
黒
警
察
署

の
協
力
の
下
、
不
審
者
侵
入

を
想
定
し
た
防
犯
訓
練
を

行
っ
た
。
職
員
が
対
応
に
当

た
る
間
、
園
児
は
担
任
の
話

を
聞
き
素
早
く
行
動
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

訓
練
後
は
警
察
署
の
方

と
「
い
か
の
お
す
し
」
の
約

束
を
し
た
後
、「
交
番
で
は

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

か
」
と
、
園
児
が
質
問
も
。

「
み
ん
な
の
ヒ
ー
ロ
ー
だ
ね
」

と
園
児
は
目
を
輝
か
せ
、地

域
で
働
く
方
へ

の
興
味
や
理
解

が
深
ま
る
時
間

と
な
っ
た
。

長
崎
日
大
高

目
黒
日
大
高

佐
野
日
大
高

目
黒
日
大
幼
稚
園

札
幌
日
大
高

長
野
日
大
高

長
野
日
大
小

甲
子
園
で
校
歌
を
！

ダ
ン
ス
部
３
大
会
制
覇

29
年
ぶ
り
ベ
ス
ト
16

警
察
署
と
防
犯
訓
練

３
年
連
続
予
選
突
破

女
子
卓
球
部
の
快
進
撃

五
感
で
学
ぶ
信
州
の
自
然

平
和
の
鐘
を
鳴
ら
す

佐
野
日
大
中
等

付
属
校
ニ
ュ
ー
ス
❹

　　　 動画「学長がいく ！」の付属校シ
リーズの撮影が６月に始まった。
　　　 同作は、大貫進一郎学長が学部の
キャンパス等に足を運び､学生の活動
や教員の研究､施設等を紹介するもの
で、令和７年１月から公開している。
　　　 今年度は大貫学長が付属校を中心
に訪れ、生徒の活動や施設の紹介、
校長対談等を通じて、各校の特色や
魅力を学内外に広く発信する｡ 第
１弾として日本大学高校 ・
中学校の撮影を終え ( ＝
写真）、順次､ 他校にも撮
影に訪れる予定。

付属校の魅力を発信
「学長がいく！」撮影開始

春
の
叙
勲
本
学
関
係
13
人
受
章

政
府
は
４
月
29
日
付
で

令
和
８
年
春
の
叙
勲
受
章

者
を
発
表
し
た
。
本
学
関

係
者
は
旭
日
大
綬
章
の
佐

藤
勉
氏
（
元
総
務
大
臣
・

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
・

国
家
公
安
委
員
会
委
員

長
、
元
総
務
副
大
臣
、
元

衆
議
院
憲
法
審
査
会
会

長
、
元
衆
議
院
国
家
基
本

政
策
・
議
院
運
営
・
総
務

各
委
員
長
、
元
厚
生
労
働

大
臣
政
務
官
、
元
衆
議
院

議
員
、
工
卒
）
ら
13
人
。

こ
の
ほ
か
の
受
章
者
は
次

の
通
り（
中
綬
章
以
上
）。

◇
旭
日
中
綬
章　

石
坂

真
一
氏
（
元
真
岡
市
長
、

文
理
）、
大
野
実
氏
（
元

全
国
社
会
保
険
労
務
士
会

連
合
会
会
長
、
大
学
院
生

産
工
学
研
究
科
修
士
課
程

修
了
）、
杉
本
潤
氏
（
元

日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
協
会
会

長
、
生
産
工
卒
）、
筒
井

隆
彌
氏
（
愛
知
県
議
会
議

員
、
元
評
議
員
、
法
卒
）、

富
野
喜
幸
氏
（
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
監
督
、
文
化
功
労

者
、
芸
術
卒
）

◇
瑞
宝
中
綬
章　

青
木

一
能
氏（
名
誉
教
授
、元
文

理
学
部
教
授
、
元
国
際
関

係
学
部
教
授
、
慶
應
大
大

学
院
法
学
研
究
科
）、
清

野
宏
氏
（
名
誉
博
士
、
東

京
大
名
誉
教
授
、
松
戸
歯

卒
）、
栗
本
ま
さ
子
氏
（
元

内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会

事
務
局
長
、元
評
議
員
、東

京
農
工
大
農
）、
原
直
久

氏
（
名
誉
教
授
、
元
芸
術

学
部
教
授
、
芸
術
卒
）、

百
地
章
氏
（
名
誉
教
授
、

元
法
学
部
教
授
、
京
都
大

大
学
院
法
学
研
究
科
）、

山
本
剛
史
氏
（
業
務
執
行

理
事
、
元
監
事
、
元
仙
台

高
等
裁
判
所
判
事
〈
部
総

括
〉、
東
京
大
法
）、
山
本

洋
氏
（
元
陸
上
自
衛
隊
中

央
即
応
集
団
司
令
官
、
大

学
院
総
合
社
会
情
報
研
究

科
修
士
課
程
修
了
）

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ
に
加
盟

本
学
は
５
月
26
日
付
で
、大

学
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
指

す
統
括
団
体「
大
学
ス
ポ
ー

ツ
協
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ
）」

へ
の
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
。

同
協
会
は
全
国
の
大
学
や

競
技
団
体
が
連
携
し
、学
生
ア

ス
リ
ー
ト
の
学
業
両
立
支
援

や
安
全
安
心
な
競
技
環
境
の

整
備
、大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値

向
上
な
ど
を
推
進
す
る
組
織
。

本
学
は
今
回
の
加
盟
を
通
じ
、

学
生
が
安
心
し
て
競
技
に
取

り
組
め
る
よ
う
さ
ら
な
る
改

善
改
革
に
努
め
て
い
く
。

塩
尻
の
お
や
き
と
ワ
イ
ン

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
を
提
案

法
学
部
の
学
生
グ
ル
ー
プ

が
提
案
し
た
長
野
県
塩
尻
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
２

品
が
事
業
化
さ
れ
、
６
月
１

日
、
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
で

提
供
が
始
ま
っ
た
。
若
者
の

発
想
を
人
口
創
出
と
産
業
発

展
に
つ
な
げ
た
い
塩
尻
市

が
、
法
学
部
公
共
政
策
学
科

軽
井
沢
研
修
所
の
利
用
拡

大
に
向
け
た
初
の
無
料
宿
泊

イ
ベ
ン
ト
「
試
泊
会
」
が
６

月
６
、
７
日
に
１
泊
２
日
で

開
か
れ
た
。
同
研
修
所
を
利

用
し
た
こ
と
の
な
い
学
生
と

教
職
員
に
価
値
を
認
識
し
て

の
授
業
と
連
携
し
て
「
返
礼

品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

開
始
。
学
生
と
市
内
事
業
者

が
対
話
を
重
ね
「
か
ら
だ
応

援
お
や
き
」（
＝
写
真
）と
赤

ワ
イ
ン
の
「
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｅ
桔
梗  

桔
梗
の
里
」が
誕
生
し
た
。

お
や
き
は
体
づ
く
り
と
栄

養
補
給
の
観
点
か
ら
プ
ロ
テ

イ
ン
活
用
を
学
生
が
発

案
。エ
ン
ド
ウ
豆
パ
ウ

ダ
ー
を
配
合
し
た
味
の

異
な
る「
マ
イ
タ
ケ
」

「
シ
メ
ジ
」「
エ
リ
ン

ギ
」の
９
個
セ
ッ
ト
で

寄
付
金
額
は
１
万
３
５

も
ら
い
、
全
学
的
な
利
用
の

呼
び
水
に
す
る
の
が
狙
い
。

ゼ
ミ
・
サ
ー
ク
ル
合
宿
や
部

科
校
行
事
の
下
見
を
目
的
に

36
人
が
参
加
し
た
。

初
日
に
主
管
部
の
学
生
部

学
生
課
職
員
に
よ
る
研
修
所

内
を
巡
る
案
内
ツ
ア
ー
が
行

わ
れ
、
ラ
ウ
ン
ジ
や
食
堂
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
講
義
室
、

浴
場
な
ど
の
ほ
か
、
屋
外
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
く
ま
な
く
見
て
回
っ
た

＝
写
真
。

参
加
者
か
ら
は
、「
予
想

し
て
い
た
よ
り
大
き
く
て
き

れ
い
」「
こ
の
施
設
が
十
分
に

０
０
円
か
ら
。
ワ
イ
ン
は
塩

尻
特
産
コ
ン
コ
ー
ド
種
を
使

用
。
市
花
で
あ
る
桔
梗
を
モ

チ
ー
フ
に
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
を
駆
使
し
て
ラ
ベ
ル
を

考
案
し
た
。
同
１
万
１
０
０

０
円
か
ら
。

利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
は

も
っ
た
い
な
い
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
た
。

今
年
で
50
周
年
を
迎
え
る

同
研
修
所
は
、
新
入
職
員
研

修
や
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
多
く
の
本
学

関
係
者
が
利
用
し
て
き
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
団
体

旅
行
文
化
の
衰
退
な
ど
も
重

な
り
利
用
が
低
迷
し
て
い

る
。

お
や
き
開
発
に
携
わ
っ
た

鳥
越
り
お
さ
ん（
４
年
）は

「
若
い
人
に
親
し
み
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
サ
ッ
カ
ー

と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
焼

き
印
を
提
案
し
ま
し
た
。採

用
さ
れ
て
う
れ
し
い
」と
振

り
返
っ
た
。

指
導
に
当
た
っ
た
林
紀
行

教
授
は「
授
業
で
の
提
案
が

事
業
化
さ
れ
る
の
は
初
。
現

在
は
岡
山
県
美
咲
町
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い

る
。

法 学 部

次 世 代 委 員 会 発 足

軽
井
沢
研
修
所
の
利
用
拡
大
へ

校 友 会

校
友
会
は
５
月
15
日
、
40

歳
以
下
の
本
学
関
係
者
を
対

象
に
し
た
交
流
会
「
第
１
回

日
本
大
学
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｌ
Ｏ

Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」
を
開
催
し
た
＝

写
真
。
若
手
校
友
の
活
性
化

を
狙
い
に
昨
年
発
足
し
た

「
次
世
代
委
員
会
」
が
主
催

す
る
初
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
当

日
は
30
人
（
学
生
17
人
、
卒

業
生
13
人
）
が
参
加
し
、
盛

況
裏
に
終
え
た
。
今
後
も
継

続
し
て
い
く
。

テ
ー
マ
は
「
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ

ｄ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｂ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ

～
多
様
な
価
値
観
が
混
ざ
り

合
う
夜
～
」。
参
加
者
が
自

然
に
会
話
を
楽
し
め
る
よ
う

立
食
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入

れ
、
20
歳
以
上
に
は
ア
ル

コ
ー
ル
も
提
供
し
た
。

自
己
紹
介
の
後
、
共
通
点

の
あ
る
人
を
求
め
て
会
場
内

を
動
き
回
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
型
ゲ
ー
ム
や
、
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
を
使
っ
た
フ
リ
ー

ト
ー
ク
を
実

施
。
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の

中
、
２
時
間
半

に
わ
た
っ
て
交

流
を
深
め
た
。

次
世
代
委
員

会
は
、
校
友
会

の
集
ま
り
が
中

高
年
層
中
心
に

な
っ
て
い
る
現

状
に
鑑
み
、
若

手
同
士
の
交
流

若年層の交流会始動

初
の
試
泊
会
を
開
催

や
つ
な
が
り
を
促
進
す
る
狙

い
か
ら
発
足
し
た
。
趣
旨
に

賛
同
し
た
19
人
の
若
手
校
友

が
、
無
償
で
活
動
し
て
い

る
。同

委
員
会
の
西
尾
夢
乃
さ

ん
（
生
物
資
源
科
学
部
卒
）

は
「
今
後
も
異
な
る
学
部
や

立
場
、
世
代
が
フ
ラ
ッ
ト
に

交
流
で
き
る
『
居
場
所
』
を

積
極
的
に
創
出
し
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
る
。
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主要因は日本と欧米の金利差
今後も続くと考えて生活防衛を

コンクリート工学研究室地域マネジメント研究室

地域マネジメント研究室のコンセプトは、産学連携による地域資源の価値化
を通じ、地域の持続可能な発展に貢献すること。指導教員の小谷幸司教授は「地
域振興に取り組むゼミは多々あるが、当研究室は農林水産物を主体に継続的
に活動をするため、学生が卒業しても後輩に引き継がれることが特徴」と話す。
民間のシンクタンクで食農分野の産地形成やブランディングに携わった同教授
の実績が基盤。現在３、４年生22人が在籍し、自治体や農業生産者からの依頼
による三つのプロジェクトが進行している。

千葉県と沖縄県で独自のプロジェクトを進める

研究室で10年続く「江戸前ちば海苔プロジェクト」は、学生８人が担当。千
葉県産の養殖ノリは200年の歴史を誇るが、温暖化でクロダイが増加し捕食
されるなど問題も発生。同県から依頼を受け、江戸前ちば海苔のリブランディ
ングに挑んでいる。新商品を開発し、東京・青山のファーマーズマーケットへ
定期出店。漁師や問屋、飲食店等と連携しノリの価値を広げるワークショップ
も行ってきた。リーダーの梁瀬朱音さん（４年）は「食べて『おいしい』と言わ
れるとうれしい。やりがいがあります」と笑う。
二つ目は、学生７人で取り組む「やんばるSPICEプロジェクト」。沖縄本島北
部のやんばる地域で国産スパイス作りに取り組む農家と提携し、沖縄で年2回、

東京で年4回程度、飲食店や
企業と連携してオリジナルレシ
ピを使った料理教室やスパイ
ス講座などを実施している。「Ｓ
ＮＳを使って少しでも認知度
を高めたい」と工夫を凝らす
リーダーの西尾輪花さん（同）。
同プロジェクトは今年で６年
になる。
三つ目は、昨年から始まった

「上総プロジェクト」。江戸前ちば海苔プロジェクトから発展し、千葉県上総地
域のモノやコトの価値を再発見、発信する活動を行っている。学生７人が担
当し、猟師や飲食店と連携しジビエをテーマとしたイベントを展開中だ。

実社会で即戦力となる経験を積み、地域に貢献

各プロジェクトはリーダーと広報、企画、販売担当に分かれる。小谷教授は「実
際の企業活動と同じ。自分より消費者や連携先の都合を優先する柔軟性が必
要」と話す。「江戸前ちば海苔の消費者アンケート集計担当と同時に室長も務め、
マネジメント力が付きました」というのは吉永愛さん（４年）。英語の得意な副
室長の木原舞香さん（同）は「外国人のお客様にノリのおいしさを伝え、コミュ
ニケーション能力が向上しました」と成長を実感している。
積み上げた実績は、農林水産省の「ディスカバー農山漁村の宝」をはじめ各

種コンテストでの受賞につながり、多様な農林漁業関係者との連携の機会を
広げてきた。「単にモノを売るだけでなく地域で関わる人や観光需要を促進す
るなど、関係人口を増やすことが大切」と同教授。学生の就職先は食品業界ほ
か金融、住宅メーカーなど多岐にわたる。「生産者に寄り添い、信頼関係を築
いてきた経験は将来必ず役に立つはず」と期待をかける。

日本では高度成長期に造られた道路やトンネル、橋
きょうりょう

梁の老朽化が深刻な事
態になっている。コンクリート工学研究室は、長持ちする道路橋を実現するため、
車が走行するコンクリート版（ＲＣ床版）の補修の実験や、火害に強いコンクリー
ト構造物を実現するための実験など、現実に直結する「実学的研究」を行って
いる。指導教員である工学部土木工学科の子田康弘教授は「料理と同じで、素
材が良くても現場対応が悪ければ真価は発揮できません。求められるのは、現
場で課題発見でき、決断できる人材。工学部では『現場知性のあるエンジニア』
と呼んでいます」と話す。

段取りを考え、実験通じて成長実感

コンクリート工学研究室には、４年生10人、大学院１年生２人、同２年生
１人が在籍している。研究室での学びは、ほぼ実験だ。主な研究の一つは、
高速道路のコンクリートの劣化
と補修方法。約60㌢㍍四方の
コンクリート版に、表面がはが
れて骨材（小石や砂）が露出し
た状態を再現し、疲労試験機で
１万～２万回も荷重をかけて、
破壊する様子を観察・計測する。
別の研究では、一辺約10㌢㍍
のコンクリートの立方体を600
度で加熱・冷却を繰り返し、加熱による破損状態を調べ高い耐火性を有する
コンクリートを開発する。
「在学中にできることは限られています。卒業論文を仕上げることはもちろ
んですが、実験を通じて安全を確かめ、段取りを考え、協力して取り組む力
を身に付けてほしい。予想と異なる結果が出たときも、その理由を考え、次
の行動を判断できる技術者を育てたい」と子田教授。実際、４年生の髙橋颯
太郎さんは「実験を繰り返すうちに段取りを考えられるようになり、自信が付
きました」と話す。「発表の機会をたくさんいただき、プレゼンテーションの
苦手意識がなくなりました」というのは細川聖弥さん（大学院２年）。学生は
それぞれの視点で実験に臨み、成長を感じている。

地域と環境の問題に取り組む竹筋コンクリート

現場重視の実験研究に加え、近年は放置竹林の竹を活用する「竹筋コンク
リート復活プロジェクト」にも取り組んでいる。竹筋コンクリートは、鉄筋の代
わりに竹を補強材として用いる技術だ。過去に使われた技術を現代の科学技
術で見直し、用途に応じた活用を目指している。鉄筋の使用量を減らすことで、
二酸化炭素排出量の削減が期待されるほか、竹の有効利用を通じて竹林の
適切な管理にもつながる。強度や耐久性を検証しながら、まずは水路などに
使うＵ字溝への活用を進めている。
卒業生の就職先は民間企業が多い。髙橋さんはコンクリート系企業に就職

を決めた。中島涼介さん（大学院１年）は、今は研究に専念しようと考えている。
子田教授は「実験で培う段取りや判断力、研究成果を人に伝える力。地域の
課題に向き合う研究を通じて、学生たちは社会インフラを支える技術者とし
ての力を育んでいます」と話した。

老朽化した社会インフラに挑む
現場知性のあるエンジニアを育成

学生主体の課題解決型プロジェクトで
地域資源の価値化と持続可能な発展を

マルシェで販売を担当する学生たち

道路橋の耐疲労を評価する実験

日本大学には学生それぞれの興味に応じて選択できるゼミナールや研究室が多数あります。
本コーナーでは、学生たちの活動をピックアップします。

▼

工学部 土木工学科生物資源科学部 国際共生学科

学 生 た ち の 活 躍 の 場

0102
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かなまる・たつお

平成11年茨城大理学部卒。17年神戸大大学院自然科学
研究科地球環境科学専攻博士後期課程修了。博士（理
学）。19年本学文理学部助手、22年助教を経て31年より現
職。23年第53次南極地域観測隊に参加。

まつばら・きよし

平成4年一橋大経済学部卒。12年米国オハイオ州立大大
学院経済学研究科博士課程修了。博士（経済学）。13年
名古屋市立大経済学部専任講師、同助教授を経て19年本
学商学部准教授、28年より現職。

富士山噴火にどう備えるか

円安はなぜ続くのか

山頂噴火の研究に新たな光
最悪の事態を想定した対策に貢献

主要因は日本と欧米の金利差
今後も続くと考えて生活防衛を

 

金丸 龍夫 准教授

松原 聖 教授

取した岩石（溶岩）も磁気を帯びており、その真北
からのずれを測定すると、岩石ができた、つまり噴
火した年を知ることができるのです。

近年、気候変動による自然災害の甚大化が社会
問題になっています。平成26年の御岳山の噴火以
降、富士山についても、災害対策の研究に重点が
置かれるようになりました。
火山は一般的に噴出物の量を縦軸、噴火した年
を横軸にグラフ化すると階段状になり（階段図）、火
山固有の噴火の周期や規模の推測に役立ちます。
富士山は約300年前の宝永噴火以外に数多くの噴
火を起こしていますが、階段図の完成までは道半
ばです。研究中の山頂噴火の時期が分かれば、今
後の対策にも大きく貢献するでしょう。
富士山頂が噴火すれば偏西風に乗った火山灰が
首都圏にも飛散し、甚大な被害をもたらします。最
新の研究に基づき、内閣府は令和７年３月に「首都
圏における広域降灰対策ガイドライン」を発表しま
した。東京都市部にも10㌢㍍ほどの降灰を想定し、
避難対応等の概要を示しています。首都圏の機能
がまひすれば、たとえ降灰がない地域でも影響を
受けるでしょう。地震、水害だけでなく、富士山噴
火にも備えが必要です。

済全体としては投資対象としての魅力は低く、円の
価値を下げる＝円安の要因となっています。

ある調査会社は、今年6月時点での企業の望む
為替レートの平均値は１ドル138円80銭と報告して
います。また為替レートは長期的には二国の物価
水準の違いを反映するという購買力平価の考え方
では107円34銭という説も。つまり円は過小評価さ
れているという見方もありますが、世界情勢から見
て円安はまだ続くと考えられます。
円安は輸出型企業の収益を増大させるメリット
がある一方、海外雇用、海外生産が一般化している
ため、効果は小さくなっています。限定的にはイン
バウンドの増大が地方の観光地に恩恵をもたらす
ことはあるでしょう。デメリットは、原油価格に代
表される輸入原価の増大による物価上昇が大きく、
海外旅行や留学がしづらい状況も続きます。
円安、物価上昇傾向の中、消費者としては、リス
ク分散型の資産運用が重要になるでしょう。今後、
米国の中間選挙、ウクライナ情勢、中東情勢と各国
の金融政策に注意する必要があります。
厳しさが続く日本経済ですが、若い世代が勇気
を持って新事業に挑める環境をつくることも教員
の使命の一つと考え、授業に臨んでいます。

約300年前の宝永噴火から噴火がなく、いつ噴
火してもおかしくないといわれる富士山。甚大化す
る自然災害の一つとして、国も対策を打ち出した。
富士山噴火の研究はどこまで進んでいるのか、文
理学部地球科学科の金丸龍夫准教授に聞いた。

富士山などの火山に関する研究は、それがどの
ようにできたのか、また、いつ噴火してきたのか、と
いう二つの視点が大事です。
火山は地震発生のメカニズムと基本的に同じ仕

組みでつくられます。地球の表層にあるプレートが
沈み込み、マントルの一部を溶かしてマグマを生み、
それが上昇してマグマだまりをつくり、その一部が
地表に噴出して火山となります。富士山は日本列島
周辺にある太平洋プレートがフィリピン海プレート
に沈み込むことで形成される、伊豆－小笠原の巨大
な火山列の北端部にあります。
富士山の噴火に関する最新の研究により、山頂

噴火は約1200年前である可能性がでてきました。
私は岩石学の専門家として山頂の岩石（溶岩）を採
取し、古地磁気という手法で年代を推定する研究
を行っています。
簡単に言うと方位磁石の示す北は年により真北

からわずかにずれており、常に変動しています。採

日々のニュースでは円安が大きく扱われている。
複雑化する経済環境の下、円安がなぜ進むのか。
企業への影響や消費者の取るべき対策について、
商学部商業学科の松原聖教授に聞いた。

円安という言葉は、日本円と他国通貨の相対的な
価値（為替レート）を表すもので、円安ドル高という
方が正確で分かりやすいでしょう。
現在、円安が続いている理由は二つ挙げられます。
一つ目は日本と欧米、特に米国との金利差。二つ目
は外国と比べた日本の成長力の差です。
一つ目の金利差は、コロナ禍収束直後に大きく拡
大しました。令和４年、世界的なインフレ対策として
アメリカは政策金利を5.5%まで引き上げましたが、
日本は異次元の金融緩和政策によるマイナス0.1％
を継続。この金利差によってドルの価値が上昇し、
為替レートは１ドル110円から132円まで一気に円安
が進みました。日本は令和６年にマイナス金利を解
除し、今年９月現在で１.25％程度になっていますが
その差は依然として大きく、為替レートは150円台が
続いています。
二つ目の成長力について、日本経済は昭和60年代
のバブル崩壊以降、低成長が続いています。半導体
関連産業など一部好調な企業もありますが日本経

地磁気を使った研究で年代を推定

コロナ禍以降、急激に進行

首都圏の降灰を想定した備え

円安、物価上昇を想定した資産運用を

文理学部地球科学科

商学部商業学科

保護者に役立つミニ講義
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約1000種類の植物を栽培する
関東でも有数の規模

薬学部薬用植物園
について知りたい

 薬用植物園の概要

ウ）からある種のがん細胞の増殖を抑制する成分

を発見しました。

　また、病気になる手前、未病の状態から体全体

を整えて治すという考え方が、現代の健康志向や

美容の観点からも注目されるようになり、漢方薬

の需要はこれからも一層高まっていくと考えられ

ます。

　生薬製剤や漢方薬を扱う未来の薬剤師を一人で

も多く育てるためにも、学生にとってより利用しや

すい環境をつくっていくことが大切だと心掛けてい

ます。

　漢方薬など日本の伝統医学に用いられる生薬

は、自然から生まれた多成分系の薬で、その作用

が解明されていないものが数多くあります。そのた

め研究による新たな発見の可能性も大きいといえ

ます。実際、数年前には、私が指導する生薬学研究

室の大学院生が、葛根湯にも入っている麻黄（マオ
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Comment
薬用植物園  園長

薬学部薬学科 教授  松﨑 桂一

利用しやすい環境で
優れた薬剤師を育成

　本学薬学部にある薬用植物園は、学生の教育、研究の場としてだけでなく、地域
社会に貢献する役割も担っています。薬学部薬用植物園の取り組みについて紹介
します。

11

薬用植物園の
詳細はこちら
へ

　薬学部薬用植物園は、広さ約12000平方㍍（テ

ニスコート約20面）で、国内外の薬用植物約

1000種を栽植しています。関東にある大学の薬

用植物園として有数の規模となっています。

　標本園は医薬用植物区、和漢薬植物区、民間

薬植物区、染料香料植物区に区分され、通路は

座って観察ができる芝生貼り。標本室を備えた管

理棟や温室なども設置されています。

　工学部薬学科開設の翌年、昭和28年に工学部

津田沼校舎（現生産工学部）に設置され、40年に

現在の理工学部船橋校舎に移転しました。63年

に薬学部として独立後、平成22年に薬学部に移

管されました。

体験型学習にも取り組む

かにも、生産工学部の教職課程の学生が履修す

る植物標本製作実習も行うなど、さまざまな目的

で利用されています。

　

　毎年５月と10月に一般の方々を対象とした講

演会と薬用植物園ガイドの「薬草教室」を20年以

上続けています。参加者は毎回100人ほどで、リ

ピーターも増えています。さらに３年前からは毎

月１回土曜日に一般公開日を設け、開花時期の違

いに細かく対応できるようにしています。また、小

学校の見学会も20年以上続いており、それをきっ

かけに薬学部に入学したという学生もいます。

　そのほか、薬剤師を対象とした漢方薬・生薬

認定薬剤師の資格取得のための植物園実習、近

隣の薬剤師会が主催する見学会の受け入れや、

他の研究機関と提携した栽培研究なども行って

います。今後も地域の方々に来ていただける機

会を増やし、広く社会に貢献できる薬用植物園で

あることを目指しています。

3   薬用植物園の社会貢献
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　薬学部の学生は、授業のある日であればいつ

でも自由に利用できます。授業では、１年次の必

修科目「薬用植物学」の中に「薬用植物観察会」

があり、園内の植物をスケッチして提出。これは

各薬用植物の特徴を知り、観察眼を養うことに

つながります。その後、２年次から３年次にかけ

て生薬の基礎を学び、４年次以降に学ぶ、生薬

を原料とする漢方薬の理解が深まるように、カリ

キュラムが組まれています。そのため薬用植物園

も生薬の基原植物と近縁種、間違えやすい植物

などを観察することを念頭に植栽しています。

　授業での観察だけで

なく、薬用植物の苗作り

から栽培、収穫、加工ま

で、生薬を作る過程を実

際に行う体験型学習も

進めています。昨年度

は、漢方薬で使用頻度が

最も高い甘草の基原の

一種、ウラルカンゾウを栽培し、２月に収穫。掘り

上げた根をその場で洗い、かんで甘さを実感した

り、成分測定の実習に使ったりしました。そのほ

　五苓散（ゴレイサン）は、体内の水
の流れを調節する代表的な漢方薬で
す。一般には二日酔いの薬として知ら
れていますが、本来はむくみや口渇、
尿量減少、頭痛、めまい、下痢など、基
本的な体調を整える幅広い効能があ
ることも覚えておくと役立つでしょう。

   授業での活用
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薬草教室の定期開催や
他機関と提携した研究開発

22

コガネバナ
薬用とする黄色い根が
名前の由来。生薬名は
黄言芩（オウゴン）で、
多くの漢方薬に使われる
（夏～秋）

熱帯植物を栽培する温室 今年５月に行われた薬草教室の様子

ミシマサイコ
根を薬用とする。生薬名
は柴胡（サイコ）といい、
小柴胡湯など柴胡剤の
主薬となる（夏～秋）

ゴマ
夏に開花後、筒状の実
を付け熟すと先端が割れ
て中のゴマを拡散。油
は軟膏の基材にも（夏～
秋）

植物に触れることで
学びがより深まる

二日酔いだけじゃない
体内の水分代謝を整える
五苓散

漢
方
薬
ミ
ニ
知
識


